
リモートプレゼンスの管理

この章は、次の項で構成されています。

•仮想 KVMの管理（1ページ）
•仮想メディアの設定（5ページ）
• Serial over LANの管理（11ページ）

仮想 KVMの管理

KVMコンソール
KVMコンソールは Cisco IMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキー
ボード、ビデオ、マウス（KVM）の直接接続をエミュレートします。KVMコンソールを使用
すると、リモートの場所からサーバに接続できます。

サーバに物理的に接続された CD/DVDドライブまたはフロッピードライブを使用する代わり
に、KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮想CD/DVDドライブまたはフ
ロッピードライブにマップされる実際のディスクドライブまたはディスクイメージファイル

です。次のいずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

•ネットワーク上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•ネットワーク上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•ネットワーク上の USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用してサーバに OSをインストールできます。
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S3260ストレージサーバに KVMコンソールを正常に設定するには、Cisco IMC、CMCおよび
BMCコンポーネントの IPアドレスを設定する必要があります。CLIインターフェイスまたは
Web UIを使用してこれらのコンポーネントの IPアドレスを設定できます。CLIの場合は、コ
マンド scope networkを使用するか、または scope <chassis/server1/2><cmc/bmc><network>を使
用して設定を表示します。

Webインターフェイスでネットワークコンポーネントの IPアドレスを設定するには、「ネッ
トワーク関連の設定」の項に記載する手順を参照してください。

（注）

仮想 KVMのイネーブル化

始める前に

仮想 KVMをイネーブルにするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があり
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

サーバ 1または 2のサーバコマンド
モードを開始します。

Server # scope server {1 | 2}ステップ 1

KVMコマンドモードを開始します。Server /server # scope kvmステップ 2

仮想 KVMをイネーブルにします。Server /server/kvm # set enabled yesステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

Server /server/kvm # commitステップ 4

（任意）仮想 KVMの設定を表示しま
す。

Server /server/kvm show [detail]ステップ 5

例

次に、仮想 KVMをイネーブルにする例を示します。
Server# scope server 1
Server /server # scope kvm
Server /server/kvm # set enabled yes
Server /server/kvm *# commit
Server /server/kvm # show detail
KVM Settings:

Encryption Enabled: yes
Max Sessions: 4
Local Video: yes
Active Sessions: 1
Enabled: yes
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KVM Port: 2068

Server /server/kvm #

仮想 KVMのディセーブル化

始める前に

仮想 KVMをイネーブルにするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があり
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

サーバ 1または 2のサーバコマンド
モードを開始します。

Server # scope server {1 | 2}ステップ 1

KVMコマンドモードを開始します。Server /server # scope kvmステップ 2

仮想 KVMをディセーブルにします。Server /server /kvm # set enabled noステップ 3

仮想 KVMをディセーブルに
すると仮想メディア機能への

アクセスがディセーブルにな

りますが、仮想メディアがイ

ネーブルであれば仮想メディ

アデバイスは切断されませ

ん。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

Server /server/kvm # commitステップ 4

（任意）仮想 KVMの設定を表示しま
す。

Server /server/kvm show [detail]ステップ 5

例

次に、仮想 KVMをイネーブルにする例を示します。
Server# scope server 1
Server /server # scope kvm
Server /server/kvm # set enabled no
Server /server/kvm *# commit
Server /server/kvm # show detail
KVM Settings:

Encryption Enabled: yes
Max Sessions: 4
Local Video: yes
Active Sessions: 0
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Enabled: no
KVM Port: 2068

Server /server/kvm #

仮想 KVMの設定

始める前に

仮想 KVMを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

サーバ 1または 2のサーバコマンド
モードを開始します。

Server # scope server {1 | 2}ステップ 1

KVMコマンドモードを開始します。Server /server# scope kvmステップ 2

仮想KVMをイネーブルまたはディセー
ブルにします。

Server /server/kvm # set enabled {yes |no\\ステップ 3

暗号化をイネーブルにすると、サーバは

KVMで送信されるすべてのビデオ情報
を暗号化します。

Server /server/kvm # set encrypted {yes |
no}

ステップ 4

KVM通信に使用するポートを指定しま
す。

Server /server/kvm # set kvm-portポートステップ 5

ローカルビデオが [yes]である場合、
KVMセッションはサーバに接続されて
いるすべてのモニタにも表示されます。

Server /server/kvm # set local-video {yes |
no}

ステップ 6

許可されているKVMの同時セッション
の最大数を指定します。sessions引数
は、1～ 4の範囲の整数になります。

Server /server/kvm # set max-sessionsセッ
ション

ステップ 7

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

Server /server/kvm # commitステップ 8

（任意）仮想 KVMの設定を表示しま
す。

Server /server/kvm show [detail]ステップ 9

例

次に、仮想 KVMを設定し、その設定を表示する例を示します。
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Server# scope server 1
Server /server # scope kvm
Server /server/kvm # set enabled yes
Server /server/kvm *# set encrypted no
Server /server/kvm *# set kvm-port 2068
Server /server/kvm *# set max-sessions 4
Server /server/kvm *# set local-video yes
Server /server/kvm *# commit
Server /server/kvm # show detail
KVM Settings:

Encryption Enabled: no
Max Sessions: 4
Local Video: yes
Active Sessions: 0
Enabled: yes
KVM Port: 2068

Server /server/kvm #

次のタスク

GUIから仮想 KVMを起動します。

仮想メディアの設定

始める前に

仮想メディアを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

仮想メディアコマンドモードを開始し

ます。

Server# scope vmediaステップ 1

仮想メディアをイネーブルまたはディ

セーブルにします。デフォルトでは、仮

想メディアはディセーブルになります。

Server /vmedia # set enabled {yes | no}ステップ 2

仮想メディアをディセーブル

にすると、仮想 CD、仮想フ
ロッピー、および仮想HDDデ
バイスがホストから切断され

ます。

（注）

仮想メディアの暗号化をイネーブルまた

はディセーブルにします。

Server /vmedia # set encryption {yes | no}ステップ 3

低電力 USBをイネーブルまたはディ
セーブルにします。

Server /vmedia # set
low-power-usb-enabled {yes | no}

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

UCS VIC P81Eカードを持つ
サーバに ISOをマッピングし
ているときに NICが Cisco
Cardモードである場合：

•低電力USBをイネーブル
にすると、ISOをマッピ
ングしてホストを再起動

した後にカードがリセッ

トされ、ISOマッピング
は失われます。仮想ドラ

イブはブートの選択メ

ニューに表示されませ

ん。

•低電力USBをディセーブ
ルにすると、ISOをマッ
ピングしてホストとCisco
IMCを再起動した後、
ブートの選択メニューに

仮想ドライバが正しく表

示されます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

Server /vmedia # commitステップ 5

（任意）仮想メディアの設定を表示しま

す。

Server /vmedia # show [detail]ステップ 6

例

次に、仮想メディアの暗号化を設定する例を示します。

Server# scope vmedia
Server /vmedia # set enabled yes
Server /vmedia *# set encryption yes
Server /vmedia *# set low-power-use-enabled no
Server /vmedia *# commit
Server /vmedia # show detail
vMedia Settings:

Encryption Enabled: yes
Enabled: yes
Max Sessions: 1
Active Sessions: 0
Low Power USB Enabled: no

Server /vmedia #
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次のタスク

KVMを使用して、仮想メディアデバイスをホストに接続します。

Cisco IMCマップされた vMediaボリュームの設定

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

サーバ 1または 2のサーバコマンド
モードを開始します。

Server # scope server {1 | 2}ステップ 1

仮想メディアコマンドモードを開始し

ます。

Server /server# scope vmediaステップ 2

vMediaのCIFSファイルをマッピングし
ます。次を指定する必要があります。

サーバ/サーバ/vmedia # map-cifs
{volume-name |remote-share
|remote-file-path [マウントオプション]

ステップ 3

•作成するボリュームの名前

• IPアドレスおよびエクスポートさ
れるディレクトリを含むリモート共

有

•エクスポートされるディレクトリに
対応するリモートファイルのパス。

•（任意）マッピングオプション

•サーバに接続するためのユーザ名と
パスワード

vMediaの NFSファイルをマッピングし
ます。次を指定する必要があります。

Server /server/vmedia # map-nfs
{volume-name |remote-share
|remote-file-path} [マウントオプション]

ステップ 4

•作成するボリュームの名前

• IPアドレスおよびエクスポートさ
れるディレクトリを含むリモート共

有

•エクスポートされるディレクトリに
対応するリモートファイルのパス。

•（任意）マッピングオプション

リモートプレゼンスの管理
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目的コマンドまたはアクション

vMediaのHTTPSファイルをマッピング
します。次を指定する必要があります。

Server /server/vmedia # map-www
{volume-name |remote-share
|remote-file-path} [マウントオプション]

ステップ 5

•作成するボリュームの名前

• IPアドレスおよびエクスポートさ
れるディレクトリを含むリモート共

有

•エクスポートされるディレクトリに
対応するリモートファイルのパス。

•（任意）マッピングオプション

•サーバに接続するためのユーザ名と
パスワード

例

次に、CIFS Cisco IMCマップされた vmedia設定を作成する例を示します。
Server # scope server 1
Server /server #scope vmedia
Server /server/vmedia # map-cifs sample-volume //10.10.10.10/project /test/sample
Server username:
Server password: ****
Confirm password: ****

Server /server/vmedia #

Cisco IMCマップされた vMediaボリュームプロパティの表示

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

サーバ 1または 2のサーバコマンド
モードを開始します。

Server # scope server {1 | 2}ステップ 1

仮想メディアコマンドモードを開始し

ます。

Server /server # scope vmediaステップ 2

設定されたすべての vMediaマッピング
の情報を表示します。

Server /server/vmedia # show mappings詳
細

ステップ 3
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例

次に、設定されたすべてのvMediaマッピングのプロパティを表示する例を示します。
Server # scope server 1
Server /server/scope vmedia
Server /server/vmedia # show mappings

Volume Map-status Drive-type remote-share remote-file
mount-type
------ ---------- ------------ --------------------- -------------------
-----------
Huu OK removable http://10.104.236.99/ rhel-server-6.1-x86_6.iso
www
Rhel OK CD http://10.104.236.99/ rhel-server-6.1-x86_6.iso
www

Server /server/vmedia #

既存の Cisco IMC vMediaイメージの再マッピング

始める前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限でログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

vMediaコマンドモードを開始します。Server # scope vmediaステップ 1

利用可能な保存済みのマッピングを表示

します。

Server /vmedia # show saved-mappingsステップ 2

VMediaを再マッピングします。Server /vmedia # remapマッピングボ
リューム

ステップ 3

このコマンドの変数として保

存されているマッピングのボ

リューム名を使用する必要が

あります。

（注）

マッピングされた vMediaの詳細を表示
します。

（任意） Server /vmedia # showmappingsステップ 4

例

次に、保存されているマッピングに vMediaイメージを再マッピングする例を示しま
す。
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Server # scope vmedia
Server/vmedia # remap huu
Server/vmedia # show mappings
Volume Map-Status Drive-Type Remote-Share Remote-File

Mount-Type
---------------- ------------------------ ---------- ------------------------
------------------------ --------
huu OK CD https://10.104.236.99...
ucs-c240-huu-3.0.0.33... www
Server/vmedia # show saved-mappings
Volume Drive-Type Remote-Share Remote-File Mount-Type
---------------- ---------- ------------------------ ------------------------ --------
huu CD https://10.104.236.99... ucs-c240-huu-3.0.0.33... www
Server/vmedia #

Cisco IMC vMediaイメージの削除

始める前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限でログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

vMediaコマンドモードを開始します。Server # scope vmediaステップ 1

確認プロンプトで yesと入力します。
保存済みのマッピングを削除します。

Server /vmedia # delete-saved-mappingsステップ 2

削除されたので、保存されたマッピング

は表示されません。

Server /vmedia # show saved-mappingsステップ 3

例

次の例は、保存されたマッピングの削除方法を示します。

Server # scope vmedia
Server/vmedia # show saved-mappings
Volume Drive-Type Remote-Share Remote-File Mount-Type
---------------- ---------- ------------------------ ------------------------ --------
huu CD https://10.104.236.99... ucs-c240-huu-3.0.0.33... www
Server/vmedia # delete-saved-mappings
Purge saved mappings? Enter 'yes' to confirm -> yes
Server/vmedia # show saved-mappings
Server/vmedia #
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Serial over LANの管理

Serial Over LAN
Serial over LAN（SoL）は、IPを介した SSHセッションを利用して、管理対象システムのシリ
アルポートの入力と出力をリダイレクトできるようにするメカニズムです。SoLは、Cisco IMC
経由でホストコンソールに到達するための手段となります。

Serial Over LANに関するガイドラインおよび制約事項

SoLにリダイレクトするには、サーバコンソールに次の設定が含まれている必要があります。

•シリアル ポート Aへのコンソールリダイレクション

•フロー制御なし

• SoLに設定されたのと同じボーレート

• VT-100端末タイプ

•レガシー OSのリダイレクションが無効

SoLセッションは、ブートメッセージなどの行指向の情報や、BIOS設定メニューなどの文字
指向の画面メニューを表示します。サーバでWindowsなどのビットマップ指向表示のオペレー
ティングシステムやアプリケーションが起動されると、SoLセッションによる表示はなくなり
ます。サーバで Linuxなどのコマンドライン指向のオペレーティングシステム（OS）が起動
された場合、SoLセッションで適切に表示するために OSの追加設定が必要になることがあり
ます。

SoLセッションでは、ファンクションキー F2を除くキーストロークはコンソールに送信され
ます。F2をコンソールに送信するには、Escapeキーを押してから 2を押します。

Serial over LANの設定

始める前に

Serial overLAN（SoL）を設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。

手順

目的コマンドまたはアクション

サーバ 1または 2のサーバコマンド
モードを開始します。

Server # scope server {1 | 2}ステップ 1

SoLコマンドモードを開始します。Server /server# scope solステップ 2

リモートプレゼンスの管理
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目的コマンドまたはアクション

このサーバで SoLをイネーブルまたは
ディセーブルにします。

Server /server/sol # set enabled {yes |no}ステップ 3

システムが SoL通信に使用するシリア
ルボーレートを設定します。

Server /server/sol # set baud-rate {9600
|19200 |38400 |57600 |115200}

ステップ 4

このボーレートは、サーバの

シリアルコンソールで設定し

たボーレートと一致する必要

があります。

（注）

システムが SoL通信をルーティングす
るシリアルポートを設定します。

（任意） Server /server/sol # set comport
{com0 |com1

ステップ 5

このフィールドは一部の Cシ
リーズサーバだけで使用でき

ます。使用できない場合、

サーバは、SoL通信に COM
ポート 0を使用します。

（注）

次を指定することができます。

• [com0]：SoL通信は、外部デバイス
への物理 RJ45接続またはネット
ワークデバイスへの仮想 SoL接続
をサポートする、外部からアクセス

可能なシリアルポートであるCOM
ポート0を介してルーティングされ
ます。

このオプションを選択すると、シス

テムは、SoLをイネーブルにし、
RJ45接続をディセーブルにします。
これは、サーバが外部シリアルデ

バイスをサポートできなくなること

を意味します。

• [com1]：SoL通信は、SoLだけを介
してアクセス可能な内部ポートであ

る、COMポート 1経由でルーティ
ングされます。

このオプションを選択した場合、

COMポート1上のSoLおよびCOM
ポート 0上の物理 RJ45接続を使用
できます。

リモートプレゼンスの管理
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目的コマンドまたはアクション

comport設定を変更すると、既
存のすべての SoLセッション
は切断されます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

Server /sol # commitステップ 6

（任意）SoLの設定を表示します。Server /sol # show [detail]ステップ 7

例

次に、SoLを設定する例を示します。
Server# scope server 1
Server /server #scope sol
Server /server/sol # set enabled yes
Server /server/sol *# set baud-rate 115200
Server /server/sol *# set comport com1
Server /server/sol *# commit
Server /server/sol # show
Enabled Baud Rate(bps) Com Port
------- --------------- --------
yes 115200 com1
Server /sol # show detail
Serial Over LAN:

Enabled: yes
Baud Rate(bps): 115200
Com Port: com1

Server /server/sol #

リモートプレゼンスの管理
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